








包埋後免疫電顕法で三種類の腎炎モデルの抗原,抗体,補体の結合部位,糸球体細胞外要素

との相互関係を調査した。細胞外要素の証明にはⅣ collagen,laminin,fibronectin,GBM,

heparan sulfate proteoglycan(HSPG)の各抗体を用いた。上皮下,内皮下，メサンギウム

に沈着する複合体は,抗原,抗体,補体が証明され,細胞外成分は含まない。肥厚・硬化は沈

着物を取り囲み新しい細胞外成分が増加する修復であると結論された。 


